アワジシマ ホウゲン ノ ジツジカンジョウ ノ ゲンゴ ヘンカ : セトナイカイ ゲンゴ ズカン トノ ヒカク オ ツウジテ by Sakoguchi, Yukako & Hirai, Shogo
淡路島方言の実時間上の言語変化 
―『瀬戸内海言語図巻』との比較を通じて― 
Language Variation and Change of Real-Time in the Awaji Island Dialects 
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4 以下 LAS と表記する。 
5 再地図化に際し、東京大学出版会から許可を得て行っている。 

































                                            
6 以下 GAJ と表記する。 
































































                                            
8 楕円については、STD×１の範囲は、確率的に約７割の点が分布している範囲を示している。 
9 テーブル内で直接面積やラインの長さなど計算する機能を指す。 








































































図 11 LAS・2000 年調査・峪口調査空間解析「にわか雨」 図 12 LAS・2000 年調査・峪口調査空間解析「ソーバイ類」 
離は、南方向に5.86kmである。2000年調査から峪口調査の移動距離は、東方向に4.692kmだっ
た。 
以上のことから伝統的語形であるソーバエ類においては、若干使用は減るものの保持されて
いることがわかった。実時間上の変化で共通語形が浸透しつつも、ソーバエ類という瀬戸内海
方言である伝統的方言形が淡路島には根強く残っているといえるだろう。 
 
６．総括 
 
本稿は、これまでに淡路島をフィールドとして行なわれた３つの方言調査を事例として、方
言分布の「実時間」の移り変わりをGISという新たな分析ツールを駆使し、言語変化の実態を
明らかにすることにあった。 
接続助詞「カラ」においては、サカイ形の分布が淡路島南部に分布傾向がみえた。語彙の「に
わか雨」のソーバエ類は淡路島では、LASの調査から60年たった現代でも、共通語が浸透して
いく中、伝統的方言として残っていることが明らかになった。 
今回、GISを利用した、地理的分布特性の算出は異分野の手法だが、試行錯誤の中、言語地
理学で応用して行ってみた。各地のデータをしらみつぶし調査のように、調べることや、話者
における社会的属性についても、無視するわけにはいかないだろう。 
今回は、淡路島という狭い地域をフィールドに焦点をあて、言語動態をみてきたが、今後は
淡路島を皮切りに瀬戸内海全体をフィールドにGISを駆使し、今後さらに分析を改良していく
つもりである。 
 
７．今後の課題 
 
21世紀に入り、言語地理学的研究は、周辺分野の知見を取り込んだ複合的な研究が進行中で
ある。方言分布や方言伝播について、徳川（1972、1996）は、分布領域に対して正確な距離や
方向・面積などの測定を実施することで、言語伝播の速度測定につながり、絶対年代による中
央語史の再構築に有効な知見を見出しうるとの考えを示した。GISの活用につながる見方を、
徳川は40年以上前に指摘していたことになる。 
地理的な条件が、言語の伝播速度に作用しているのは確かである。しかしながら、伝播速度
に影響する要因は、このほか、社会的・文化的要因をはじめ、現代では使用場面やマスコミの
影響などが言語の伝播速度に関係してくる。語形の使用頻度数や語形の使用領域とも関わろう。 
現代社会の複雑な様相をふまえつつ、これまでに行なわれてきた諸研究を継続・検証し、新
たな知見を生み出すのに、GISは有効なツールのひとつである。GISを用いて、多次元的な視点
から言語伝播の状況をより正確に把握するためにも、GISの活用が期待できるであろう。 
GISは、言語伝播に関与する複雑な要因の解明と、言語変化のメカニズムをさらに詳しく解
析できる可能性を秘めている。日本語諸方言の過去・現在・未来を論じる上で、地理空間情報
システム技術を用いた言語地理学的研究は、重要な意味を持つと考える。 
 
 本稿は、平成24年度日本語学会中国四国支部大会（11月11日、徳島大学）で発表したものの
改稿である。発表内容に関しては研究会の皆様から貴重なコメントを頂いた。記して感謝の意
を表す。 
 
（付記） 
 本研究は、日本学術振興会特別研究員奨励費によるプロジェクト「GISによる言語地理学研
究―瀬戸内海地域をフィールドとして―」の成果の一部である。 
 
参考文献 
井上史雄（2003）『日本語は年速一キロで動く』講談社現代新書 
楳垣実（1962）「近畿方言の区画」『近畿地方の総合的研究』三省堂 
大西拓一郎（2008）「方言学とGIS」『人文科学とGIS』富山大学人文学部GIS研究会 
鎌田良二（1979）『兵庫県方言文法の研究』桜楓社 
岸江信介・村田真実・峪口有香子ほか4名編（2013）『淡路島言語地図』徳島印刷センター、
徳島大学日本語学研究室 
国立国語研究所編（1989）『方言文法全国地図 第一集―助詞編―』財務省印刷局 
国立国語研究所編（1974）『日本言語地図 第六集』大蔵省印刷局 
佐藤虎男（1990）『小豆島と対岸要地の方言事象年層分布図集―『瀬戸内海言語図巻』の25年
後追跡調査―』大阪教育大学方言研究会 
佐藤虎男（1999）「小豆島を中心とした内海東部域の方言の動態」『瀬戸内海圏環境言語学』
武蔵野書院 
杉浦芳夫（2012）『地理空間分析』朝倉書店 
高坂宏行、関根智子（2005）『GISを利用した社会・経済の空間分析』古今書院 
徳川宗賢（1972）「語の地理的伝播速度」『現代言語学』三省堂 
徳川宗賢（1993）『方言地理学の展開』pp.391-412,ひつじ書房 
永家忠司、外尾一則、北川慶子、猪八重拓郎（2011）「東日本大震災の被災地域における社会
福祉施設の立地特性について」土木計画学研究・講演集44 11月 
禰宜田龍昇（1986）『淡路方言の研究』神戸新聞出版センター 
橋本雄一編（2012）『GISと地理空間情報ArcGIS10とダウンドーデータの活用』古今書院 
藤原与一（1974）『瀬戸内海言語図巻上下』東京大学出版 
藤原与一（1976）『昭和日本語の方言第三巻瀬戸内海三要地方言』三弥井書店 
藤原与一（1996）『日本語方言辞書―昭和・平成の生活語―上中下巻』東京堂出版 
藤原与一（1999）「瀬戸内海圏環境言語学志向」『瀬戸内海圏環境言語学』武蔵野書院 
